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離 0.05 m、隅角部では離隔距離 0.1 m でピーク値になり、離隔距離が約 0.5 m になる
とほぼ壁の効果は消滅した。 
 放射熱流束に関しては、火源から水平に 1 m の距離への入射熱流束の最大値は 11 
kW/m2 になり、自由空間での燃焼による同位置での熱流束よりも約 2 倍に増加した。 
 燃焼面の等時線図を作成して燃焼挙動を調べたところ、壁際では壁と向き合う鉛直
面の燃え下がり速度は離隔距離 0.05m の場合に最も大きくなった。離隔距離 0.075～
0.1 m ではほぼ一定で、これ以上では次第に遅くなった。壁と向き合う面以外の鉛直面
では離隔距離が 0.05 m の時に燃え下がり速度が最も大きく、 0.15 m 以上では離隔距
離が増えるに従って次第に速度が小さくなった。隅角部の場合、壁と向き合う鉛直面
での燃え下がり速度は離隔距離 0.1m で最も大きく、 0.3 m 以上で離隔距離が増えるに
従って次第に速度が小さくなった。それ以外の鉛直面では、燃え下がり速度は離隔距
離 0.1 m で最も大きく、 0.15 m 以上で減少し 0.2 m 以上でほぼ一定値になった。 
 燃え拡がり面積と燃え尽き面積の差から燃焼面積の時間変化を求め、同じ時刻での
発熱速度を燃焼面積で割って単位面積当たりの発熱速度を求めた。鉛直面のうち、壁




部分の水平火炎伝播速度は 4.5 mm/s になった。下方火炎伝播速度は、壁際では約 3.8 
mm/s、、隅角部の場合は 4.5 mm/s になった。側方火炎伝播速度は、壁際で 1 mm/s、隅
角部で 1.2 mm になった。それ以外の部分では、水平火炎伝播速度は 3 mm/s、下方火炎
伝播速度は 2 mm/s、側方火炎伝播速度は 0.3 mm/s になった。 
壁際の実験では、火炎傾斜角と壁への接触率を調べた。離隔距離 0.01～ 0.2m では離
隔距離が増加するほど火炎傾斜角も増加した。接触率は、火炎と壁表面との付着効果
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によって、火炎の無次元水平投影距離（火炎の水平投影距離／離隔距離）が 1 のとき、

































 第７章は結論であり、本論文で得られた成果について要約している。  
（続紙 ２ ） 
 


























LIFT 試験では、種々の加熱強度で数回の実験を行えば、実大 LIFT 装置と同等のデータ
を取得できることを示し、燃焼拡大シミュレーションに用いるパラメータの実用的な測
定方法を提案した。 
 
以上のように、本論文は、建築空間における火災に大きな割合を占めるポリウレタン
フォームの燃焼性状とそれに関連する火災物理現象を、壁際および隅角部において定量
化したものであり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博
士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２９年８月２４日、論
文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基
準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
要旨公開可能日：平成２９年９月２５日以降 
 
